
「あそこは感じが悪い…」、そんなクチコミが瞬く間に広がってしまう時代です。
「顧客満足」から「顧客感激」「顧客感動」を経て「顧客狂喜」を目指す時代には、

「おもてなし」は必要不可欠です！組織活性化のためにも是非受講をおすすめします☆

＜信頼と実績＞ おかげさまで既に全国で３００講義を達成しました！

『おもてなし』セミナー
『おもてなし』を発揮するために必要な３つのポイントを分りやすくお伝えします

※老舗の語源の由来…老舗は、動詞「為似す・仕似す（しにす）」に由来し、「しにす」は「似せる」 「真似てする」などの意味。

江戸時代になると家業を絶やさず守り継ぐ意味となり、長年商売をして信用を得る意味で用いられるようになった。（語源由来辞典）

当セミナーの講師は、創業320 年の江戸の老舗店で従業員教育の責任者を務め、最先端の人材開発スキルを持つ大手コンサル
ティング会社と行政組織向けの接遇研修における筆頭格の会社で経験を積んだ後、㈱さくらコミュニケーションズを設立した
「古川智子」が担当します。年間200回を越すセミナーの講師を務め、誰もが笑顔になる魔法のロールプレイは大好評です。
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＜時代の要請にお応えする大好評セミナーのご紹介＞
株式会社コンサルジェント「研修堂」「経営堂」契約講師（講師数430 人中 月間アクセスランキング第一位 連続獲得講師）が担当します

☆このような機会におすすめです☆
■自治体・観光協会・商工団体によるまちづくり・地域振興プロジェクトの際に
■企業・店舗・施設などの販売員・接客サービス係・接遇スタッフの育成の際に
■国体・博覧会・イベントなどの開催が決まり、訪問者が激増することに備える
■映画・テレビドラマ・番組のロケ地に決まり、訪問者が激増することに備える

「おもてなし」は組織の中で限られた優秀な方（たとえばカリスマ定員のような）だけが行えばいいというものでは
なく、「集団（企業・店舗・自治体・地域等）」という組織全体で相手をおもてなすことが求められます。当社では
従業員や店舗スタッフのモラルアップによる企業・店舗ブランドの向上や、県外・市外からの訪問者に対する市民の
対応力アップによる自治体・地域ブランドの向上を支援させていただきますので、是非当セミナーの開催をご検討い
ただければ幸いです。全国各地を訪問させていただいておりますので、宜しくお願い申し上げます。（古川智子）

日本の老舗に受け継がれてきた「おもてなし」を学ぶ、全国で大人気のセミナーです☆
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『おもてなし』セミナー
主幹講師 古川智子からのご挨拶

皆様、こんにちは！「おもてなし」セミナーの講師を務めさせていただいております
株式会社さくらコミュニケーションズの古川智子と申します。

今日の日本人は「モノの満足」に加えて「心の満足」を強く求めるようになりました。相手の心を
満足させることとは、相手の心を感動させることです。つまり、応対する側の対応力は「顧客満足」
よりも更に上のレベルの「顧客感動」や「顧客狂喜」の域を目指せるものでなければならなくなり
ました。それには、マニュアル化された「サービス」を行っているだけでは、もはや不十分という
ことになり、それ以上の「おもてなし」を行うことが求められております。

人は「おもてなし」をされると「またあのお店（あの地域）に行ってみたい」「他のところへ行っ
ても、他の誰かに会っても、何か物足りない…」と感じます。その逆に、おもてなしが出来ないと
「なんだ、あのお店（あの地域）は！ひどい！」と、永遠に悪い印象を持ち続けられてしまいます。

当セミナーでは、「おもてなしとは一体何か」「おもてなしを行うための３つの心構え」について
分りやすくご説明させていただきます。更に「おもてなしをするために必要となる基本マナー」に
ついてもチェックを行う入念なセミナーですので、クライアント様や受講者の方から「若い方から
ご年配の方に至るまで全ての方に大変分りやすかったです！」「派手なパフォーマンスではなく、
いかに基本が大事であるか強く認識することができました」と、高い評価をいただいております。

是非とも弊社の「おもてなし」セミナーの開催を皆様の組織でご検討していただければ幸いです。
全国何処にでも足を運ばせていただきますので、何なりとお申し付けくださいませ。（古川智子）


